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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲作動される湾曲管と、
　前記湾曲管の端部に連結されている管状部材と、
　前記湾曲管の外周面に被覆されているチューブ部材と、
　前記管状部材の外周部に設けられ、その外面にチューブ部材の端部が接合されている中
間部材と、
　を具備し、
　前記管状部材及び前記中間部材の内の一方の部材は、軸方向に突設された係止部を有し
、
　前記管状部材及び前記中間部材の内の他方の部材は、前記係止部が係止される係止受部
を有する、
　ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記中間部材は、管状であり、前記管状部材に外装されるとともに、複数の分割部品を
互いに接合することにより形成されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記中間部材は、強度の弱い脆弱部を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
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　湾曲作動される湾曲管と、前記湾曲管の端部に連結されている管状部材と、前記湾曲管
の外周面に被覆されているチューブ部材と、前記管状部材の外周部に設けられ、その外面
にチューブ部材の端部が接合されている中間部材と、を有する内視鏡の修理方法であって
、
　前記中間部材を破壊する工程と、
　前記管状部材から前記中間部材を分離する工程と、
　前記管状部材の外周部に新たな中間部材を設ける工程と、
　前記新たな中間部材の外面に新たなチューブ部材の端部を接合する工程と、
　を具備し、
　前記管状部材及び前記中間部材の内の一方の部材の係止部を、前記管状部材及び前記中
間部材の内の他方の部材の係止受部に軸方向に係止させる工程とを含む、
　ことを特徴とする内視鏡の修理方法。
【請求項５】
　前記中間部材を設ける工程は、管状の中間部材の複数の分割部品を前記管状部材に外装
し、前記複数の分割部品を互いに接合する工程を更に含む、
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡の修理方法。
【請求項６】
　前記中間部材を破壊する工程は、前記中間部材の脆弱部を破壊する工程を含む、
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡の修理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、湾曲作動される湾曲管に柔軟なチューブを被覆した湾曲部を有する内視鏡、
及び、その修理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部には、湾曲部が配設されている。この湾曲部では、湾曲作動される湾曲
管に柔軟なチューブが被覆されている。チューブの両端部は、夫々、湾曲管の両端部に連
結されている両管状部材に固定されている。
【０００３】
　チューブの固定方法としては、管状部材にチューブの端部を外嵌し、チューブの端部に
糸を巻回して締め付け、巻回された糸に接着剤を塗布して固める方法が用いられている。
あるいは、特許文献１に開示されているように、管状部材に、チューブの端部を接着、溶
着等により直接接合する方法が用いられている。
【特許文献１】特開２００２－２３８８３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　湾曲部のチューブは柔軟なものであるため、内視鏡の使用等により比較的破損しやすく
、チューブが破損した場合には取り替える必要がある。ここで、チューブの端部を管状部
材に直接接合する固定方法では、チューブの端部を管状部材からきれいに剥離することが
困難であり、例えば、管状部材からチューブ又は接着剤の残存物を除去する作業が必要と
なる等、チューブを管状部材から分離する作業が面倒なものとなる。一方、チューブの端
部を糸と接着剤とによって固定する方法では、例えば、糸を一定の力で整列状態に巻回し
て、チューブへの締め付け力を一定とする必要がある等、新たなチューブを管状部材に固
定する作業が面倒なものとなる。
【０００５】
　本発明は、上記課題に着目してなされたもので、その目的とするところは、修理の容易
な内視鏡、及び、容易な内視鏡の修理方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明の第１実施態様の内視鏡は、湾曲作動される湾曲管と、前記湾曲管の端部に連結
されている管状部材と、前記湾曲管の外周面に被覆されているチューブ部材と、前記管状
部材の外周部に設けられ、その外面にチューブ部材の端部が接合されている中間部材と、
を具備し、前記管状部材及び前記中間部材の内の一方の部材は、軸方向に突設された係止
部を有し、前記管状部材及び前記中間部材の内の他方の部材は、前記係止部が係止される
係止受部を有する、ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の第２実施態様の内視鏡は、第１実施態様の内視鏡において、前記中間部材が、
管状であり、前記管状部材に外装され、複数の分割部品を互いに接合することにより形成
されている、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の第３実施態様の内視鏡は、第１実施態様の内視鏡において、前記中間部材が、
強度の弱い脆弱部を有する、ことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第４実施態様の内視鏡の修理方法は、湾曲作動される湾曲管と、前記湾曲管の
端部に連結されている管状部材と、前記湾曲管の外周面に被覆されているチューブ部材と
、前記管状部材の外周部に設けられ、その外面にチューブ部材の端部が接合されている中
間部材と、を有する内視鏡の修理方法であって、前記中間部材を破壊する工程と、前記管
状部材から前記中間部材を分離する工程と、前記管状部材の外周部に新たな中間部材を設
ける工程と、前記新たな中間部材の外面に新たなチューブ部材の端部を接合する工程と、
を具備し、前記管状部材及び前記中間部材の内の一方の部材の係止部を、前記管状部材及
び前記中間部材の内の他方の部材の係止受部に軸方向に係止させる工程とを含む、ことを
特徴とする。
【００１５】
　本発明の第５実施態様の内視鏡の修理方法は、第４実施態様の内視鏡の修理方法におい
て、前記中間部材を設ける工程が、管状の中間部材の複数の分割部品を前記管状部材に外
装し、前記複数の分割部品を互いに接合する工程を含む、ことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の第６実施態様の内視鏡の修理方法は、第４実施態様の内視鏡の修理方法におい
て、前記中間部材を破壊する工程が、前記中間部材の脆弱部を破壊する工程を含む、こと
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の第１実施態様の内視鏡では、チューブ部材を交換する場合には、中間部材を破
壊して管状部材から分離することで、湾曲管からチューブ部材を分離しており、また、管
状部材の外周部に新たな中間部材を設けて、この中間部材の外面に新たなチューブ部材の
端部を接合することで、湾曲管にチューブ部材を固定している。このため、チューブ部材
の交換を容易に行うことができ、内視鏡の修理を容易に行うことが可能となっている。
【００１８】
　さらに、本実施態様の内視鏡では、係止部と係止受部とを係止することで、管状部材と
中間部材とを係止している。このため、管状部材に中間部材を容易に設けることが可能と
なり、内視鏡の修理をさらに容易に行うことが可能となっていると共に、管状部材に対す
る中間部材のずれが防止されている。
【００２０】
　本発明の第２実施態様の内視鏡では、管状部材に複数の分割部品を外装し、これら分割
部品を互いに接合することで、管状部材に中間部材を設けることが可能である。このため
、管状部材に中間部材を設けるに際して、内視鏡の先端部から管状部材まで中間部材を内
視鏡の挿入部に外装した状態で挿入する必要はなく、中間部材を軸方向に移動させるため
に、中間部材の内径よりも大きな外径を有する部材を分解する必要がなくなる。従って、
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内視鏡の修理をさらに容易に行うことが可能となっている。また、中間部材を比較的剛性
の高い材料によって形成することができ、内視鏡の耐性を増大することが可能となってい
る。
【００２１】
　本発明の第３実施態様の内視鏡では、中間部材の脆弱部を破壊することで、中間部材の
全体を容易に破壊することができ、内視鏡の修理をさらに容易に行うことが可能となって
いる。
【００２３】
　本発明の第４実施態様の内視鏡の修理方法では、中間部材を破壊して管状部材から分離
することで、湾曲管からチューブ部材を分離し、続いて、管状部材の外周部に新たな中間
部材を設け、この中間部材の外面に新たなチューブ部材の端部を接合することで、湾曲管
にチューブ部材を固定している。このように、容易なチューブ部材の交換方法が実現され
ており、容易な内視鏡の修理方法が実現されている。
【００２４】
　本実施態様の内視鏡の修理方法では、係止部を係止受部に係止することで、管状部材に
中間部材を容易に設けることができ、さらに容易な内視鏡の修理方法が実現されている。
【００２６】
　本発明の第５実施態様の内視鏡の修理方法では、管状部材に中間部材を設けるに際して
、内視鏡の先端部から管状部材まで中間部材を挿入部に外装した状態で挿入する必要はな
く、中間部材を軸方向に移動させるために、中間部材の内径よりも大きな外径を有する部
材を分解する必要がなくなっている。従って、さらに容易な内視鏡の修理方法が実現され
ている。
【００２７】
　本発明の第６実施態様の内視鏡の修理方法では、中間部材の脆弱部を破壊することで、
中間部材の全体を容易に破壊することが可能となっている。このように、さらに容易な内
視鏡の修理方法が実現されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の第１実施形態を図１Ａ乃至図２を参照して説明する。
【００２９】
　図１Ａ乃至図２に示されるように、本実施形態の内視鏡は、体腔内に挿入される細長い
挿入部１０を有する。この挿入部１０は、先端硬質部１２と、湾曲される湾曲部１４と、
長尺の可撓管部１６とを先端側から順に連結することにより形成されている。
【００３０】
　湾曲部１４では、複数の略円筒状の節輪１８を互いに回動可能に略共軸に連結すること
で、湾曲作動される湾曲管２０が形成されている。この湾曲管２０の先端部は、先端硬質
部１２の枠体をなす管状部材としての先端硬質部材２２の基端部に連結されている。一方
、湾曲管２０の基端部は、可撓管部１６の先端部に配設されている管状部材としての接続
リング２４の先端側に内嵌固定されている。湾曲管２０には、チューブ部材としての柔軟
なチューブ２６が被覆されている。チューブ２６の先基端部は、夫々、先端硬質部材２２
及び接続リング２４において固定されている。
【００３１】
　以下、チューブ２６の固定方法について詳細に説明する。
【００３２】
　チューブ２６の基端部について、湾曲部１４の基端部の接続リング２４の外周部には、
係止受部として、係止溝部２８が全周にわたって延設されている。この係止溝部２８の先
端側面は、基端側から先端側へと外側から内側に向かって傾斜するテーパ形状をなしてい
る。そして、係止溝部２８には、エラストマー等の弾性材料によって形成されている略円
筒状の中間部材３０が嵌合係止されている。本実施形態では、中間部材３０の全体が、係
止溝部２８に係止する係止部として機能しており、接続リング２４に対して中間部材３０
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が位置決めされている。中間部材３０の先端面は、係止溝部２８の先端側面に対応したテ
ーパ形状をなし、係止溝部２８の先端側面に押し込まれて水密を保持している。このよう
にして、中間部材３０と接続リング２４との間が水密に保持される。そして、中間部材３
０の外周面に、チューブ２６の基端部が外嵌されて、接着あるいは溶着によって接合され
ている。
【００３３】
　中間部材３０の材料としては、チューブ２６との接着あるいは溶着に適するように、チ
ューブ２６の材料と同一系の材料が選択される。例えば、チューブ２６がウレタン系、ス
チレン系、ポリエステル系、ポリアミド系、シリコーン系のエラストマーで形成されてい
る場合には、中間部材３０として、夫々、ウレタン系、スチレン系、ポリエステル系、ポ
リアミド系、シリコーン系の材料が用いられる。
【００３４】
　チューブ２６の先端部についても、同様に固定されている、即ち、先端硬質部材２２の
係止溝部２８に中間部材３０が嵌合係止されており、この中間部材３０の外周面にチュー
ブ２６の先端部が外嵌され、接合されている。なお、係止溝部２８の基端側面及び中間部
材３０の基端面がテーパ形状をなしている。
【００３５】
　次に、本実施形態の内視鏡の修理方法について説明する。　
　内視鏡の使用、洗滌、消毒、滅菌等を繰り返すことにより、湾曲部１４のチューブ２６
が破損する場合がある。この場合にはチューブ２６を交換する必要がある。チューブ２６
を交換する際には、先基端の中間部材３０を破壊して先端硬質部１２及び接続リング２４
から分離することにより、破損したチューブ２６を湾曲管２０から分離する。中間部材３
０が分離された先端硬質部１２及び接続リング２４には、チューブ２６や接着剤が残存し
ておらず、係止溝部２８はほぼ新品のままである。続いて、新たな中間部材３０を準備し
、この中間部材３０を内視鏡の先端部から接続リング２４まで挿入部１０に外装した状態
で挿入していく。ここで、先端硬質部材２２及び接続リング２４の外径は、係止溝部２８
を除いて中間部材３０の外径よりも大きいため、中間部材３０を弾性変形してその内径を
増大させて、先端硬質部材２２及び接続リング２４を通過させる。そして、中間部材３０
を、接続リング２４の係止溝部２８に押し込んで、接続リング２４に嵌合係止する。同様
に、別の新たな中間部材３０を先端硬質部材２２に嵌合係止する。この後、チューブ２６
を湾曲管２０に被覆し、チューブ２６の両端部を先基端の中間部材３０の外周面に外嵌し
て、接着あるいは溶着により接合する。このようにして、チューブ２６の交換が完了する
。
【００３６】
　従って、本実施形態の内視鏡は次の効果を奏する。
【００３７】
　本実施形態の内視鏡では、チューブ２６を交換する場合には、中間部材３０を破壊して
先端硬質部材２２あるいは接続リング２４から分離することで、湾曲管２０からチューブ
２６を分離しており、また、先端硬質部材２２あるいは接続リング２４に新たな中間部材
３０を嵌合係止し、これら中間部材３０の外周面に新たなチューブ２６の両端部を夫々接
合することで、湾曲管２０にチューブ２６を固定している。このため、チューブ２６の交
換を容易に行うことができ、内視鏡の修理を容易に行うことが可能となっている。
【００３８】
　また、中間部材３０を係止溝部に係止することで、先端硬質部材２２あるいは接続リン
グ２４と中間部材３０とを係止している。このため、先端硬質部材２２あるいは接続リン
グ２４に中間部材３０を容易に設けることができ、内視鏡の修理をさらに容易に行うこと
が可能となっていると共に、先端硬質部材２２あるいは接続リング２４に対する中間部材
３０のずれが防止されている。
【００３９】
　さらに、先端硬質部材２２及び接続リング２４に中間部材３０を嵌合係止する際に、内
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視鏡の先端部から先端硬質部材２２あるいは接続リング２４まで中間部材３０を挿入部１
０に外装した状態で挿入していく必要がある。ここで、中間部材３０を弾性変形させるこ
とで、中間部材３０の内径よりも大きな外径を有する先端硬質部材２２及び接続リング２
４に対して、中間部材３０を軸方向に移動させることができる。このため、先端硬質部材
２２あるいは接続リング２４に中間部材３０を嵌合係止するに際して、先端硬質部材２２
あるいは接続リング２４を湾曲部１４の先端部から分解する必要がなくなり、内視鏡の修
理をさらに容易に行うことが可能となっている。また、中間部材３０の弾性を利用して、
中間部材３０に水密保持の機能を追加することで、内視鏡の構成を簡単化することが可能
となっている。
【００４０】
　図３及び図４は、本発明の第２実施形態を示す。第１実施形態と同様な機能を有する構
成には、同一の参照符号を付して説明を省略する。
【００４１】
　図３及び図４を参照し、湾曲部１４の基端部において、係止溝部２８の先端側面及び中
間部材３０の先端面は、テーパ形状をなしていない。係止溝部２８の先端側面と中間部材
３０の先端面との間には、水密保持用のＯリング３２が介設されている。湾曲部１４の先
端部においても同様に、テーパ形状をなしていない係止溝部２８の基端側面と中間部材３
０の基端面との間に、水密保持用のＯリング３２が介設されている。
【００４２】
　本実施形態の中間部材３０は、樹脂等の剛性の高い材料によって形成されている。さら
に、中間部材３０は、その中心軸を含む平面によって分割されている２つの分割部品３０
ａ，３０ｂを互いに接合することにより形成されている。
【００４３】
　次に、本実施形態の内視鏡の修理方法について説明する。　
　チューブ２６を交換する際には、第１実施形態と同様に、破損したチューブ２６を除去
する。続いて、中間部材３０を形成するための新たな２つの分割部品３０ａ，３０ｂを準
備する。そして、一方の分割部品３０ａを接続リング２４の係止溝部２８の一側面側に嵌
合係止し、他方の分割部品３０ｂを接続リング２４の係止溝部２８の他側面側に嵌合係止
して、２つの分割部品３０ａ，３０ｂの両側端面を互いに突き合わせ、接着あるいは溶着
により接合する。このようにして、接続リング２４の係止溝部２８に嵌合係止された状態
の中間部材３０が形成される。同様に、先端硬質部材２２の係止溝部２８においても中間
部材３０を形成する。以下、第１実施形態と同様に、チューブ２６を湾曲管２０に被覆し
、チューブ２６の両端部を先基端の中間部材３０の外周面に夫々接合する。
【００４４】
　従って、本実施形態の内視鏡は次の効果を奏する。　
　本実施形態の内視鏡では、先端硬質部材２２及び接続リング２４に複数の分割部品３０
ａ，３０ｂを嵌合係止し、これら分割部品３０ａ，３０ｂを互いに接合することで、先端
硬質部材２２及び接続リング２４に中間部材３０を形成している。このため、先端硬質部
材２２あるいは接続リング２４に中間部材３０を嵌合係止するために、内視鏡の先端部か
ら先端硬質部材２２あるいは接続リング２４まで中間部材３０を挿入部１０に外装した状
態で挿入する必要はなく、中間部材３０を軸方向に移動させるために、中間部材３０の内
径よりも大きな外径を有する先端硬質部材２２及び接続リング２４を分解する必要がなく
なっている。従って、内視鏡の修理をさらに容易に行うことが可能となっている。また、
中間部材３０を比較的剛性の高い材料によって形成することができ、内視鏡の耐性を増大
することが可能となっている。
【００４５】
　図４及び図５は、本発明の第３実施形態を示す。第２実施形態と同様な機能を有する構
成には、同一の参照符号を付して説明を省略する。
【００４６】
　図４及び図５を参照し、本実施形態の中間部材３０の内周面には、係止部としての凸部
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３４が径方向に突設されている。一方、図１Ａも参照し、先端硬質部材２２及び接続リン
グ２４の外周面部には、凸部３４が嵌入係止される係止受部としての凹部３６が径方向に
穿設されている。中間部材３０の凸部３４が先端硬質部材２２あるいは接続リング２４の
凹部３６に嵌入係止されることで、先端硬質部材２２あるいは接続リング２４に対して、
中間部材３０がその軸方向及び周方向に位置決めされている。
【００４７】
　ここで、中間部材３０は、チューブ２６と共に比較的頻繁に交換されるものであり、安
価であることが好ましい。本実施形態のように、径方向に突出する凸部３４を有する中間
部材３０は、型を用いて成形するのに適した形状となっており、同じ中間部材３０を多数
形成するような場合には、中間部材３０を安価に製造することが可能となる。
【００４８】
　図７Ａ乃至図８は、本発明の第４実施形態を示す。第２実施形態と同様な機能を有する
構成には、同一の参照符号を付して説明を省略する。
【００４９】
　図７Ａ乃至図８を参照し、本実施形態では、湾曲部１４の基端部において、中間部材３
０の先端面に凸部３４が軸方向に突設されており、接続リング２４の係止溝部２８の先端
側面に、凸部３４が嵌入係止される凹部３６が軸方向に穿設されている。湾曲部１４の先
端部においても同様に、図１Ａも参照し、中間部材３０の基端面に凸部３４が軸方向に突
設されており、先端硬質部材２２の係止溝部２８の基端側面に凹部３６が軸方向に穿設さ
れている。第３実施形態と同様に、中間部材３０の凸部３４が先端硬質部材２２あるいは
接続リング２４の凹部３６に嵌入係止されることで、先端硬質部材２２あるいは接続リン
グ２４に対して、中間部材３０がその軸方向及び周方向に位置決めされている。
【００５０】
　本実施形態のように、軸方向に突出する凸部３４を有する中間部材３０は、切削加工に
より安価に製造することができる。また、凸部３４及び凹部３６が軸方向に形成されてい
るため、径方向に形成されている場合と比較して、凹部３６が形成される部材を薄肉化す
ることができ、内視鏡の挿入部１０を細径化することが可能となっている。
【００５１】
　図９は、本発明の第５実施形態を示す。第２実施形態と同様な機能を有する構成には、
同一の参照符号を付して説明を省略する。
【００５２】
　本実施形態では、中間部材３０の内周面部に、軸方向の全長にわたって溝が延設されて
おり、強度の弱い脆弱部４０が形成されている。チューブ２６の交換において、中間部材
３０を破壊する際には、脆弱部４０を破壊することで、中間部材３０の全体を破壊する。
このため、中間部材３０の全体を容易に破壊することが可能となっており、内視鏡の修理
をさらに容易に行うことが可能となっている。
【００５３】
　本実施形態では、溝部によって脆弱部４０を形成しているが、切欠、切込等により脆弱
部４０を形成することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１Ａ】本発明の第１実施形態の内視鏡を示す縦断面図。
【図１Ｂ】本発明の第１実施形態の内視鏡を図１のＩＢ－ＩＢ線に沿って切断して示す横
断面図。
【図２】本発明の第１実施形態の内視鏡の中間部材を示す斜視図。
【図３】本発明の第２実施形態の内視鏡を示す縦断面図。
【図４】本発明の第２実施形態の内視鏡の中間部材を示す斜視図。
【図５】本発明の第３実施形態の内視鏡を示す横断面図。
【図６】本発明の第３実施形態の内視鏡の中間部材を示す斜視図。
【図７Ａ】本発明の第４実施形態の内視鏡を示す縦断面図。
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【図７Ｂ】本発明の第４実施形態の内視鏡を図７ＡのＶＩＩＢ－ＶＩＩＢ線に沿って切断
して示す横断面図。
【図８】本発明の第４実施形態の内視鏡の中間部材を示す斜視図。
【図９】本発明の第５実施形態の内視鏡の中間部材を示す斜視図。
【符号の説明】
【００５５】
　２０…湾曲管、２２；２４…管状部材、２６…チューブ部材、３０…中間部材。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図２】

【図３】
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